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年
を
と
る
と
時
間
の
経
つ
の
が
速
い
と
感
ず
る
の
は
… 
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九
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
母
が
、「
若
い
頃
は
働
い
て
い
て
一
日
一
日
が
長
く
、
早
く

仕
事
を
終
え
て
習
い
事
に
行
っ
た
り
、
芝
居
を
見
に
行
き
た
い
な
ど
と
思
っ
た
。
ま
し

て
や
、
一
ヶ
月
、
一
年
は
本
当
に
長
く
感
じ
た
も
の
だ
。
そ
れ
が
、
六
十
歳
を
越
え
た

頃
か
ら
一
日
、
一
ヶ
月
、
一
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
。
長
く
寝
て
い
る

の
が
も
っ
た
い
な
い
。」
と
語
っ
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

の
心
理
学
者
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ャ
ネ
に
よ
る
と
、「
十
歳
の
子
供
に
と
っ
て
一
年
は
一
生
の

十
分
の
一
だ
か
ら
長
く
感
じ
、
六
十
歳
の
人
に
と
っ
て
は
一
年
が
六
十
分
の
一
だ
か
ら

短
く
感
じ
る
の
だ
。」
と
説
明
。
わ
か
り
や
す
い
解
説
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も

「
正
解
」
で
は
な
く
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
時
間
の
速
さ
は
全

て
の
人
に
と
っ
て
同
じ
な
の
で
あ
る
か
ら
、
年
を
と
る
に
つ
れ
て
時
間
が
加
速
し
て
い

く
よ
う
に
思
え
る
の
は
錯
覚
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

昔(

時
間)

を
振
り
返
る
と
い
う
こ
と
は
記
憶
を
辿
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
記
憶

を
紐
解
く
の
に
、
不
思
議
な
こ
と
に
今
と
い
う
時
点
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て(

逆
方
向)

で

は
な
く
、
若
い
と
き
か
ら
の
記
憶
を
順
繰
り(

順
方
向)

に
引
き
出
し
て
思
い
出
し
て
行

く
事
の
ほ
う
が
多
い
。
即
ち
、
人
生
に
お
い
て
一
番
古
い
記
憶
と
老
年
期
の
忘
れ
っ
ぽ

さ
と
の
間
に
、
記
憶
の
形
成
と
記
憶
の
風
化
と
の
間
に
、
ま
だ
思
い
出
せ
な
い
と
い
う

事
と
も
は
や
忘
れ
去
っ
た
と
い
う
事
と
の
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
に
で
も
か

な
ら
ず
生
じ
る
疑
問
が
沢
山
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。
何
し
ろ
記
憶
と
い
う
能

力(

中
枢
の
働
き)

が
あ
る
事
に
よ
っ
て
、
人
は
目
に
見
え
な
い
記
憶
を
生
後

の
あ
る
時
期
か
ら
身
に
付
け
始
め
、
身
体
か
ら
離
れ
な
い
で
い
る
事
実
は
誰

も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

た
と
え
ば
青
春
時
代
は
、
為
す
事
が
多
く
、
先
に
あ
る
時
間
を
使
い
尽
く

し
た
い
と
思
う
ほ
ど
目
ま
ぐ
る
し
く
進
み
な
が
ら
も
、
時
は
だ
ら
だ
ら
と
過

ぎ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
う
え
、
若
い
頃
の
全
て
が
強
烈
で
新
鮮
で
感
銘
が
深

く
、
記
憶
と
し
て
の
数
も
非
常
に
多
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
を
振
り
返
る
と

あ
た
か
も
走
馬
灯
の
ご
と
く
過
ぎ
去
っ
た
感
じ
が
し
て
特
に
強
く
残
っ
た

印
象
深
い
も
の
だ
け
記
憶
と
し
て
思
い
出
し
て
い
る
。 

 

老
年
期
に
な
る
と
、
生
活
の
単
調
さ
だ
け
が
だ
ら
だ
ら
続
き
、
強
烈
な
刺

激
が
少
な
く
、
想
像
の
中
で
、
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
意
欲
も
薄

れ
、
い
つ
の
間
に
か
一
年
が
過
ぎ
、
こ
の
一
年
何
を
し
た
ん
だ
ろ
う
？ 

何

を
思
い
、
何
を
見
て
何
を
や
り
遂
げ
た
の
だ
ろ
う
？ 

過
ぎ
去
っ
た
三
百
六

十
五
日
が
二
～
三
ヶ
月
位
に
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
、
現
実

に
実
感
さ
れ
て
き
ま
す
。 

 

し
か
し
時
の
流
れ
を
長
く
延
ば
し
た
い
と
思
う
な
ら
、
部
屋
に
こ
も
ら
ず
、

多
く
の
新
し
い
事
柄
で
時
を
満
た
せ
ば
良
い
の
で
す
。
わ
く
わ
く
す
る
よ
う

な
旅
行
に
出
か
け
、
自
分
を
取
り
巻
く
世
界
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
、

自
分
を
若
返
ら
せ
る
の
で
す
。
旅
の
途
中
で
遭
遇
し
た
数
々
の
出
来
事
や
、

自
分
が
旅
し
た
道
の
り
が
記
憶
の
中
に
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
筈
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
記
憶
障
害
に
落
ち
い
っ
て
い
る
高
齢
者
は

私
た
ち
の
周
辺
に
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
少
し
で
も
時
間
を
割
い
て
、

思
い
出
を
聴
い
て
あ
げ
る
事
や
、
聞
き
出
す
作
業
を
多
く
作
っ
て
あ
げ
て
下

さ
い
。 
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四
月
二
日
（
木
）
午
前
十
一
時
よ
り
、
入
居
者
様
四
名
で｢

ス

シ
ロ
ー｣

へ
外
食
に
出
掛
け
ま
し
た
。
現
地
で
ご
家
族
様
と
も

合
流
し
楽
し
い
お
食
事
で
し
た
。
日
頃｢

た
ま
に
は
寿
司
が
食

べ
た
い｣

と
話
さ
れ
て
お
り
、
大
満
足
の
ご
様
子
で
し
た
。
食

後
少
し
休
憩
を
は
さ
み
、
大
原
の｢

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル｣

へ
移

動
し
て
、
日
用
品
な
ど
の
買
い
物
を
し
て
来
ま
し
た
。
約
三

時
間
の
時
間
で
し
た
が
、
終
始
笑
顔
が
絶
え
ず
有
意
義
な
一

日
で
し
た
。 

                  

  

四
月
二
十
二
日
（
水
）
十
時
三
十
分
よ
り
、
入
居
者
様
三

名
で｢

ア
ク
ア
マ
リ
ン｣

見
学
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
水
槽
に

は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
お
魚
が
泳
ぎ
ま
わ
り
、
皆
様
、
す
ご
い
・

可
愛
い
・
恐
い
…
美
味
し
そ
う
な
ど
と
大
興
奮
で
し
た
。
館

内
は
ま
る
で
海
の
中
に
居
る
様
な
雰
囲
気
で
し
た
。
寒
く
て

な
か
な
か
外
に
出
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
今
日
は
す
ご

く
気
分
転
換
で
き
た
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

                  

  

寒
く
て
永
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
、
よ
う
や
く
春
を
迎
え
ま

し
た
。
望
洋
荘
で
も
昨
年
植
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
綺
麗
に

咲
き
だ
し
ま
し
た
。
花
見
や
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
た
入
居
者

様
も
久
し
ぶ
り
の
外
出
に
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

 

                    

｢
外
食
ツ
ア
ー｣ 

 

四
倉
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ニ
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ニ
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桜満開だよ！来年もま
た来たいね 

風があったけど気持ち
良かった！ 

喜寿の祝いに！旦那さ
んと一緒にﾂｰｼｮｯﾄ 

ドライブがてらにちょ
っと足湯まで！ 

秋にみんなで植えたﾁｭ
ｰﾘｯﾌﾟが満開です！ 

誕
生
日
！
娘
さ
ん
と
一
緒
に

花
見
見
物 

 

春 

の 

訪 

れ 
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今
回
は
、
落
語
家
さ
ん
の
名
前
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

落
語
家
さ
ん
の
名
前
は
、
私
達
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
時
に
命

名
を
受
け
一
生
同
じ
名
前
を
使
う
の
で
は
な
く
、
前
座
・
二

ツ
目
・
真
打
と
節
目
に
新
し
い
名
を
襲
名
す
る
よ
う
で
す
。

師
匠
の
名
や
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
名
跡
な
ど
少
し
で
も
良

い
名
を
継
承
出
来
る
様
に
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

大
名
跡
の
ひ
と
つ｢

林
家
正
蔵｣
を
紹
介
し
ま
す
。 

 林
家 

正
蔵
（
は
や
し
や 

し
ょ
う
ぞ
う
） 

初
代
（
一
八
一
一
年 

文
化
八
年
） 

一
七
八
一
年
生
ま
れ
。
初
代
三
笑
亭
可
楽
の
門
下
で
一

八
〇
六
年
に
楽
我
を
名
乗
る
。
林
家
の
始
祖
。
怪
談
噺
の

元
祖
と
言
わ
れ
、
「
怪
談
の
正
蔵
」
の
異
名
を
取
っ
た
。

鶴
屋
南
北
と
交
遊
し
、
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
に
影
響
を

受
け
た
。
可
竜
、
笑
三
、
正
三
等
を
経
て
正
蔵
と
な
る
。 

二
代
目
（
一
八
三
九
年
天
保
一
〇
年
頃
） 

通
称
「
沢
善
正
蔵
」
。
「
蒟
蒻
問
答
」
「
野
晒
し
」
の

作
者
と
い
わ
れ
る
。
弟
弟
子
・
林
家
林
蔵
門
下
の
林
家
正

三
が
上
方
に
移
り
、
上
方
・
林
家
を
興
す
。 
 

三
代
目
（
一
八
五
〇
年
嘉
永
三
年
頃
） 

二
代
目
柳
亭
左
楽
の
前
名
。 

 

四
代
目
（
一
八
六
五
年 

慶
応
初
年
頃
） 

本
名
も
林
家
正
蔵
に
改
名
。
怪
談
の
名
手
。
麻
布
我
善

坊
に
居
住
し
た
た
め
、
通
称
「
我
善
坊
の
正
蔵
」 

五
代
目
（
一
八
八
八
年 

明
治
二
一
年
） 

晩
年
は
沼
津
に
居
住
し
「
沼
津
の
師
匠
」
と
呼
ば
れ
る
。

最
長
寿
の
享
年
一
〇
〇
歳
、
こ
の
た
め
通
称
は
「
百
歳
正

蔵
」
こ
の
代
か
ら
「
林
屋
」
↓
「
林
家
」
と
な
る
が
、
江

戸
・
林
家
の
系
統
は
五
代
目
で
途
絶
え
る
。
以
降
、
林
家

は
柳
派
の
傍
流
と
な
る
。 

 

六
代
目
（
一
九
二
〇
年 

大
正
９
年
頃
？
） 

二
代
目
談
洲
楼
燕
枝
門
下
、
四
代
目
五
明
楼
春
輔
、
柳
亭

小
燕
路
を
経
て
、
六
代
目
正
蔵
襲
名
。
当
た
り
ネ
タ
「
居
残

り
佐
平
次
」
よ
り
通
称
「
居
残
り
の
正
蔵
」
や
「
今
西
の
正

蔵
」
弟
子
に
紙
切
師
・
初
代
林
家
正
楽
、
四
代
目
柳
亭
燕
路

が
い
ま
す
。 

七
代
目
（
一
九
三
〇
年 

昭
和
五
年
） 

初
代
林
家
三
平
の
実
父
、
初
代
柳
家
三
語
楼
に
入
門
し
て
、

柳
家
三
平
を
名
乗
る
。
七
代
目
柳
家
小
三
治
を
経
て
、
七
代

目
を
襲
名
す
る
。
日
本
芸
術
協
会
（
現
落
語
芸
術
協
会
）
初

代
理
事
長
を
務
め
る
。
落
と
し
話
を
得
意
と
し
、
時
事
感
覚

に
長
け
た
ギ
ャ
グ
の
達
人
で
あ
り
、
皆
様
も
ご
存
知
の
林
家

三
平
の
決
め
ゼ
リ
フ
「
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
」
や
、
額
に
ゲ

ン
コ
ツ
を
か
ざ
す
仕
草
も
元
来
は
七
代
目
が
高
座
で
客
い
じ

り
に
使
用
し
た
も
の
。
爆
笑
落
語
を
通
し
た
異
端
児
で
あ
っ

た
。
七
代
目
没
後
、
八
代
目
は
本
来
実
子
で
あ
る
三
平
が
継

ぐ
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
修
行
年
数
が
二
年
と
短
か
っ
た
た
め
名

跡
を
五
代
目
蝶
花
楼
馬
楽
に
貸
与
し
た
。
三
平
は
前
座
名
の

ま
ま
一
九
五
八
年
真
打
昇
進
す
る
。 

八
代
目
（
一
九
五
〇
年 

昭
和
二
五
年
） 

俗
に
「
彦
六
の
正
蔵
」
。
噺
家
か
ら
は
居
住
地
の
「
稲
荷

町
の
師
匠
」
と
呼
ば
れ
た
。
息
子
は
日
本
舞
踊
家
花
柳
衛
彦
。 

九
代
目
（
二
〇
〇
五
年 

平
成
一
七
年
） 

テ
レ
ビ
で
御
馴
染
み
林
家
こ
ぶ
平
が
九
代
目
襲
名
。
七
代

目
の
孫
、
初
代
林
家
三
平
の
実
子
。
襲
名
パ
レ
ー
ド
で
は
一

二
万
人
以
上
の
人
が
上
野
・
浅
草
に
集
ま
り
ま
し
た
。 

ち
な
み
に
前
名
の｢

こ
ぶ
平｣

は
、
林
家
三
平
師
匠
と
稽
古

で
、
噺
が
上
手
く
で
き
な
い
度
に
ゲ
ン
コ
ツ
を
喰
ら
っ
て
、

頭
が
こ
ぶ
だ
ら
れ
と
言
う
事
か
ら
つ
け
ら
れ
て
そ
う
で
す
。 

 

 

先
月
に
続
き｢

い
わ
き
寄
席｣

出
演
者
の
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊

か
で
粋
な｢

手
ぬ
ぐ
い｣

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

 橘
家 

富
蔵 

師
匠
の｢

手
ぬ
ぐ
い｣

で
す
。 

○
第
七
八
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
五
年
一
月
二
十
二
日 

他 

第
九
二
回 

計
二
回
出
演 

            

春
風
亭 

鯉
昇 

師
匠
の｢

手
ぬ
ぐ
い｣

で
す
。 

○
第
四
六
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
九
年
五
月
十
五
日 

他 

第
八
六
回 

計
二
回
出
演 

      

「
落
語
の
豆
知
識
」
② 

「
噺
家
の
粋
な
手
ぬ
ぐ
い
紹
介
」 

② 
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望
洋
荘
で
は
、
利
用
者
の
皆
様
に
食
べ
て
い
た
だ
い
て

い
る
食
事
を
作
る
際
に
出
る
生
ご
み
を
、｢

生
ご
み
処
理

機｣

で
処
理
し
て
、｢
有
機
肥
料｣

を
作
っ
て
い
ま
す
。 

毎
日
大
勢
の
食
事
を
作
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
出
来
る

有
機
肥
料
の
量
も
多
く
、
施
設
周
辺
の
草
木
に
与
え
て
お

り
ま
す
が
、
施
設
だ
け
で
は
消
費
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

も
し
、
皆
様
の
中
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家
庭
菜
園
を
楽
し

ま
れ
て
、
有
機
肥
料
を
使
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、

農
家
を
営
ま
れ
て
い
る
方
で
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
施

設
受
付
ま
で
申
出
く
だ
さ
い
。
無
料
で
提
供
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
※
お
持
ち
帰
り
用
の
容
器
等
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

有
機
肥
料
の
使
い
方
は
、
十
五
㍑
容
量
の
プ
ラ
ン
タ
の

場
合
、
土
＝
一
〇
㍑
に
対
し
て
有
機
肥
料
＝
五
㍑
（
二
対

一
の
割
合
）
を
合
わ
せ
、
よ
く
混
ぜ
て
か
ら
土
が
少
し
湿

る
程
度
に
水
を
与
え
、
雨
の
あ
た
ら
な
い
所
で
一
カ
月
程

（
冬
場
は
三
カ
月
）
寝
せ
れ
ば
出
来
上
が
り
ま
す
。 

家
庭
菜
園
で
使
う
時
は
、
畝
を
作
っ
て
、
十
五
か
ら
二

〇
㎝
の
深
さ
に
溝
を
掘
り
、
そ
の
溝
に
一
㎝
程
の
厚
さ
に

出
来
上
が
っ
た
有
機
肥
料
を
撒
き
下
の
土
と
よ
く
混
ぜ
合

わ
せ
て
、
そ
の
上
に
土
を
か
け
、
土
が
少
し
湿
る
程
度
に

水
を
与
え
、
約
四
週
間
経
過
す
れ
ば
、
出
来
上
が
り
ま
す
。 

生
ご
み
は
人
間
の
食
べ
る
物
と
基
本
的
に
同
じ
で
、
栄

養
の
種
類
も
量
も
豊
富
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
有
機
肥
料
に
は
、
肥
料
三
大
要
素
と
言
わ
れ

て
い
る
。
チ
ッ
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
み
、

化
学
肥
料
と
違
っ
て
、
土
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
少
し
ず
つ

養
分
を
放
出
す
る
た
め
、
長
い
間
効
果
が
持
続
し
ま
す
。 

※
下
記
の
参
考
資
料
参
照
く
だ
さ
い
。 

                              

  
 

五
月 

四 

日
（
日
）
午
前
一
〇
時
～ 

｢

子
供
み
こ
し｣

 

豊
間
子
供
会 

五
月 

十 

日
（
日
）
各
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

母
の
日｣

 

五
月
十
一
日
（
月
）
午
前
一
〇
時
～ 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

母
の
日
を
祝
う
会｣

 

五
月
十
三
日
（
水
）
午
前
・
午
後 

｢

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ｣

 

五
月
十
九
日
（
火
）
午
前
一
〇
時
～ 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

つ
つ
じ
見
学｣

 

三
崎
公
園 

五
月
二
九
日
（
水
）
午
前
九
時
三
〇
～ 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー｣

見
学 

 

【
五
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

五
月 

一 

日
（
金
） 

 
 
 

薄 

磯 

山
際
イ
ク
ヨ
様 

 

（
一
〇
四
歳
）
誕
生
会 

五
月 

五 

日
（
火
） 

 
 
 

豊 

間 

赤
間 

直
子 

様 
 

（
七
九
歳
） 

 

誕
生
会 

五
月 

九 

日
（
土
） 

 
 
 

勿 

来 

吉
田 

貞
雄 

様 
 

（
七
八
歳
） 

 

誕
生
会 

五
月 

十 

日
（
日
） 

 
 
 

永 

崎 

小
林 

ヤ
エ 

様 
 

（
八
二
歳
） 

 

誕
生
会 

五
月 

十 

日
（
日
） 

 
 
 

四 

倉 

磯
邊 

ス
セ 

様 
 

（
八
四
歳
） 

 

誕
生
会 

五
月
一
七
日
（
日
） 

 
 
 

永 

崎 

佐
々
木
シ
ゲ
ノ
様
（
九
二
歳
） 

 

誕
生
会 

五
月
二
一
日
（
木
） 

 
 
 

薄 

磯 

猪
狩 

芳
枝 

様 
 

（
八
二
歳
） 

 

誕
生
会 

           

五
月
の
行
事
予
定 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
二
十
一
年
四
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

有
機
肥
料
を
ご
利
用
下
さ
い 


